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̶ 国 際 交 流 とICT を活 用 した授 業 実 践 か ら ー

赤 木 綾 香

I . 研 究 の 目的 と背 景

本 研 究 で は 、 専 門 高校 で の グ ロー バ ル 人材 の 育 成 を 目指 して 、英 語 科 授 業 にお け る

① 異 文 化 受 容 態 度 の?®養 を 目指 した 国 際 交 流 活 動 及 び② I CTを活 用 した英 語 学 習 の2つ を実

践 し、考 察 した (図 1) 。 本 研 究 の実 践 校 は海 洋 科 、食 品 ・ビジネ ス科 、 電 気 電 子 科 、機

械 科 、福 祉 科 の 5 学 科 を持 ち、例 年 約 7割 の生 徒 が就 職 す る専 門高校 で あ る。

全 国 の外 国人 労働 者 数 は2024年 10

月 末 で230万2, 587人 と過 去 最 多 を更

新 した。 鳥 取 県 で も過 去 最 多 の3, 526

人 とな り、技 能 実 習 生 が そ の 半数 を

占め て い る。 この よ うな地 域 社 会

で 、 生 徒 は卒 業 後 、外 国人材 と協 働

す る こ とに な るた め 、 専 門高 校 で グ

ロ ー バ ル 人 材 を育 成 す れ ば地 域 の 多

文 化 共 生 社 会 に寄 与 す る こ とに な 図 1 本 研 究 の 流 れ

る。 グ ロー バ ル 人 材 育成 推 進 会 議 衣

(2011) は 「グ ロー バ ル 人 材 」 の3要 素 と して表 1の

要 素 を あ げ るが 、本 研 究 で は教 育 振 興 基 本 計 画 (文

部 科 学 省 2023) を参 照 し、 「他 国 を尊 重 し、 異 な

グ ロー バ ル 人 材 の 3要 素 (グ・," 人材育成会議 2011)

要素 I 語学力•コミュニケーション能力
要素 H 主体 性・積極 性, チャレンジ精神,

協調性 •柔軟性, 責任感 •使命感
要素皿 異文化に対する理解と日本人として

のアイデンティティ

る文 化 ・価 値 を乗 り越 えて 関係 を構 築 す るた め の コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 、 異 文 化 ・多 様

性 の理 解 等 が あ り、様 々 な分 野 ・地 域 で 国 際社 会 の一 員 と して活 躍 で き る人材 」 と定 義 す

る。 「外 国人 との共 生社 会 の 実 現 に 向 け た ロー ドマ ップ 」 に は 「外 国人 との共 生 社 会 の実

現 は 、外 国人 の た め だ け の もの で は な く、我 が 国全 て の人 、企 業 、地 域 、 ひ い て は社 会 全

体 の成 長 を促 す もの と して捉 えて い く必 要 が あ る」 と述 べ られ 、 平 和 で安 定 した 地 域 を作

るた め に多 文 化 共 生 社 会 を 目指 さな けれ ば な らな い。 八 島 (2004) は外 国人 へ の不 安 の原

因 と して異 質 な文 化 背 景 と外 国語 の2つ を指 摘 し、 異 文 化 の価 値 観 等 を理 解 す る こ と と共

通 言 語 が わ か る こ とが不 安 を低 下 させ られ る とす る。 そ こで 、特 に専 門 高校 で の異 文 化 受

容 に 向 けた 取 り組 み と英 語 学 習 に 関す る取 り組 み の 二 つ を本 研 究 の柱 と した。
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π. 先 行 研 究 の検 討

永 吉 (2011) は技 能 実 習 生 の割 合 が 高 い 鳥 取 県 で は 労働 市 場 の分 断 の程 度 が 高 く、排

外 意 識 が 強 い傾 向 が あ る こ とを示 した。 さ らに大槻 (2006) らに よ る と、 マ ニ ュ アル 職 労

働 者 は外 国人 と労働 市 場 で競 合 す るた め 、 ま た 中 • 初 等 学 歴 者 は高 等 学歴 者 よ りも外 国人

との接 触 経 験 が少 な い た め 、 強 い排 外 意 識 を示 す 傾 向 が あ る。 一 方 で永 吉 は 、若 年 者 ほ

ど、外 国人 との 交 流機 会 が あ るほ ど、排 外 意 識 が 弱 ま るた め 、 交 流 体 験 に は排 外 意 識 を低

下 させ る効 果 が あ る と して い る。 大 臣官 房 局 国 際課 (2009) は異 文 化 圏 の人 々 との接 触 機

会 を増 や し、 共 有 で き る倫 理 観 や 価 値 観 に気 づ く こ とが重 要 で あ る と、 国 際 教 育 交 流 の意

義 を指 摘 す る。 高校 生 の 国 際 教 育施 策 と して は ス ー パ ー グ ロー バ ル ハ イ ス クール や 国 際バ

力 ロ レア等 が あ げ られ て い るが 、対 象 は一 部 の学校 に過 ぎず 、全 て の 高校 生 にそ の機 会 が

保 障 され て い るわ けで は な い (江利 川 2016、 小 川 ・姜 2019) 。 さ らに 、 グ ロー バ ル 人 材

の要 素 の 一 つ に語 学 力 が挙 げ られ るが 、 江利 川 (2016) に よ る と、 日本 人 の約 9割 は仕 事

で英 語 を使 う必 要 が な い とい う現 状 が あ る。 将 来 の仕 事 ど ころ か進 路 選 択 に さえ英 語 を必

要 と しな い 高校 生 に とって 、英 語 学 習 の意 義 の 1つ は英 語 を通 して異 文 化 に触 れ る こ とに

あ る。 高 等 学校 の学 習 指 導 要領 (外 国語 ) の 目標 は 「コ ミュニ ケー シ ョン を 図 る資 質 ・能

カ 」 を育成 す る こ とで あ る。 そ の 中で 「社 会 や 世 界 との 関 わ りの 中で事 象 を捉 えた り、外

国語 や そ の背 景 に あ る文 化 を理 解 す るな ど して相 手 に配 慮 した りす る こ とが重 要 だ 」 と、

背 景 文 化 へ の理 解 を深 め、相 手 に配 慮 しな が らコ ミュニ ケ ー シ ョン を図 ろ うとす る態 度 ・

実 践 に も言 及 され て い る。 つ ま り、英 語 教 育 にお い て は言 語 の習 得 だ けで は な く異 文 化 を

持 つ 他 者 と共 生 す る態 度 の:® 養 も 目指 す 必 要 が あ る。

就 職 者 が 多 い 実 践 校 の生 徒 は 、前 述 の通 り、 労働 市 場 の分 断 の程 度 が 高 い 山陰 地 方

で 、 マ ニ ュ アル 職 労働 に就 く中等 学歴 者 とな り、 強 い排 外 意 識 を持 ちや す い 可 能 性 が あ

る。 しか し外 国人 との 交 流 機 会 が あ る ほ ど、排 外 意 識 は低 下す る こ と も明 らか に され て い

る。 高校 卒 業 後 、就 職 す る生 徒 に とって 、 高校 は最 後 の教 育機 関 で あ る。 高校 で異 文 化 を

背 景 に持 つ 他 者 と接 触 す る機 会 を創 出 し、異 文 化 を受 容 す る素 地 を滴 養 す る こ とは地 域 社

会 に とっ て も有 用 だ と考 え られ る。

ま た 「多 文 化 共 生 意 識 に 関す る定 量 調 査 」 (パ ー ソル 総 合 研 究 所 2021) で は排 外 意 識

が 高 い層 の特 徴 の一 つ に外 国語 を全 く話 せ な い こ とが挙 げ られ る。 一 方 で 、外 国語 会 話 が

で き る人 は外 国人 増 加 を肯 定 的 に捉 え る傾 向 が 高 く、語 学 学 習 経 験 は有 意 に排 外 意 識 を弱

め る と され て い る。 語 学 学 習 と外 国人 へ の抵 抗 感 に は相 関 が あ るた め英 語 学 習 に肯 定 的 な

意 識 を持 たせ る こ とは重 要 で あ る。 実 践 校 で は英 語 が好 きだ とい う生 徒 は3割 弱 に過 ぎ

ず 、 苦 手 意 識 か ら忌 避 感 が強 い。 生 徒 に これ ま で とは違 う方 法 で学 習 に 向 か わせ 、 成 功 体

験 を持 たせ るた め 、 I CTを活 用 した英 語 学 習 を実 践 し、効 果 を検 討 した。
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m . 島根 大 学 留 学 生 との 交 流 実 践

本 取 り組 み で は2023年 度

と2024年 度 、 1 • 2年 生 全 員

が少 人 数 グル ー プ に分 かれ

て 島根 大 学 留 学 生 と2回 の 交

流 を持 った。 1回 目は留 学 生

の 出身 国文 化 を学 ぶ イ ンプ 図2 留学 生の文化紹 介 図3 生徒 の学校 案 内

ッ ト活 動 、2回 目は生 徒 が所

属 す る専 門学 科 につ い て説 明す るア ウ トプ ッ ト活 動 を行 っ た。 交 流 の流 れ は表 2の とお り

で あ る。 各 回6～?大 の留 学 生 を招 聘 し、各 回 の 交 流 を2 日に分 けて計4 日間 で 実 施 した。

第 1回 交 流 前 に留 学 生 へ

活 動 内容 を連 絡 し、 メ ッ

セ ー ジ動 画 を作 成 した。

交 流 当 日ま で に生 徒 に視

聴 させ 、意 識 付 け を行 っ

た。 交 流 当 日は留 学 生 が

一 大 ず つ2～4大 の生 徒 グ

ル ー プ に入 り、文 化 紹 介

を行 っ た。 15分 で留 学 生

表2 2年 間行 った交流 の流れ (斜体 は2024年度 のみ )

4月 英語意識調査①
6月 教員 : 留学生か らの ビデオメッセージ作成、実施要項提示

生徒用ワークシー ト、留学生名札 • 国旗シール作成
生徒 : 留学生出身国のイメージ調査、ビデオメッセージ視聴

7月
9月

第1回交流 (留学生による文化紹介 : インプッ ト中心)
英語意識調査② + 事後の質問調査①、実施要項提示

11月 教員 : 学校施設 ・専門教科の説明文作成、
生徒用ワークシー ト作成、質問集作成

生徒 : 追加英作文、発音練習
第2回交流 (本校生徒による学校紹介 : アウ トプッ ト中心)
英語意識調査③ + 事後の質問調査②

が 交 代 し、 生 徒 は授 業 の50分 間 で3大 の留 学 生 と交 流 した。 第 2回 交 流 は 、本 校 生 徒 に よ る

学 校 ・専 門学 科 紹 介 が 主 な活 動 で あ るた め 、事 前 に学 科 ご とに案 内文 シー トを作 成 し、音

読 練 習 を行 っ た。 交 流 当 日は生 徒 が2～4大 で 一 大 の留 学 生 に実 習 室 等 を案 内 した。 案 内後

は 、質 問集 を使 っ て質 問 を した り、折 り紙 を教 えた りす るな どの活 動 を行 っ た。

( 1 ) 事 前 • 事 後 の質 問紙 調 査 か ら

英 語 意 識 調 査 で は英 語 が好 き か ど うかや 英 語 4技 能 の習 得 意 欲 、 グ ロー バ ル 化 につ い て

の質 問 を 「4 : とて もそ う思 う、3 : そ う思 う、2 : あ ま り思 わ な い 、 1 : 全 く思 わ な い 」 の

4件 法 で尋 ね た。 グ ロー バ ル 化 に か か る質 問 、 交 流 後 の感 想 に は 自由記 述 部 分 も加 えた。

交 流 前 の調 査 につ い て 、2023年 度 185大 (1年 生91大 、2年 生94大 ) ヽ2024年 度 120大

(1年 生66大 、2年 生 54大 ) の4件 法 の質 問 に対 す る回答 は 、2年 間 で概 ね 同様 の傾 向 に あ っ

た。 2024年 度 を詳 細 に見 る と 「英 語 が好 きで あ る」 生 徒 は28. 8% で あ った 一 方 で 、読 む ・

書 く • 聞 く ・話 す の英 語 4技 能 の習 得 を望 ん で い る生 徒 は約 7割 に上 っ た。 ま た 「日本 語 が

通 じる と した ら、外 国 の大 と会 うの は楽 しみ 」 な生 徒 86. 4% に対 し、 「日本 語 が通 じな く

て も、楽 しみ 」 な生 徒 は37. 3% と激 減 す るが 、学 年 別 に見 る と1年 生 25. 8% 、2年 生 51. 9%
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で あ り、前 年 度 交 流 の

成 功 体 験 か ら2年 生 は 1

年 生 よ り自信 を持 つ こ

とが うか が え る。

交 流 後 の調 査 は 、2

年 間 の計4回 の 交 流 と

計 6回 の調 査 に参加 し

た2024年 度 2年 生 50名

を分 析 対 象 と した。 交

流 が 「楽 しか っ た 」 は 、2年 間 を通 して8割 を超 えた。 「ま た 交 流 した い 」 は2年 間 とも、

約 8割 が 肯 定 的 で あ るが 、第 2回 は若 干 低 下傾 向 に あ る ( 図4 - 5) 。 そ こで 、記 述 内容 か ら

生 徒 の変 容 を分 析 す る こ と と した (表 3) 。

図4 交流 は楽 しか った (n=50) 図5 また交流 した い (n=50)

表3 2024年度 交流 が 「楽 しか った」 につ いての記述 の一部

第2回交流 (n=50)

項 目 人 記述例

英語の

成功体験

25 楽 しく会話出来たか ら

なかなか表現できない部分 も

あったが、伝わるところは伝

わ ってよか った。

異文化理解 10 その国の文化について知るこ

とができた。

外国人との

関わ り

7 一緒に折 り紙を したのが楽 し

かった。

普段、外国人 とかかわること

がないから関わることができ

てよかった。

日本語支援 2 ある程度 日本語が通 じたので

イライラ しな くて済んだ。

日本語ちょっと話せる人だ っ

た

英語が
できない

9 あま り話せなかったか ら

なんて言ってるかわか らな

かった。

緊張 1 緊張 した

第1回交流 (n=50)

項 目 人 記述例

異文化理解 23 自分の知らない場所や物

を知ることができた。

去年見たことない国の こ

とまで知れてよか った。

英語の

成功体験

8 いろいろな国の人 と楽 し

く英語で会話できた。

簡単な英語だったけど少

し話す ことができた。

留学生につ

いて

7 留学生の方々が色々なエ

夫をしていただき、理解
することができた。

同 じ人 じやな くて別の人

(できれば同 じ年の人) と

交流 してみたい。

貴重な

体験

5 詰まらせて しまったが、

非 日常な体験ができた。

国境を越えて海外の人 と

繋がれた気が した。

日本語

支援

4 日本語が話せる人がいた

か ら。

英語が
できない

5 英語がほぼ聞き取れなか

ったから。

「楽 しか っ た 」 につ い て は 、 イ ンプ ッ ト中心 の第 1回 は 「異 文 化 を知 れ た 」 と満 足感 を

持 った もの の受 動 的 な もの だ が 、 ア ウ トプ ッ ト中心 の第 2回 は生 徒 自身 が英 語 を話 し、外

国人 とか か わ っ た 実感 に 関す る記 述 が 多 く見 られ 、能 動 的 な 姿 勢 に変 容 して い る。 異 文 化
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へ の 関 心 が 喚起 され 、相 手 の文 化 を尊 重 す

る姿 勢 も見 られ た。 「ま た 交 流 した い 」 に

つ い て は 、2回 とも さ らな る交 流 を望 む 記

述 が 見 られ た が 、第 2回 交 流 後 は 、否 定 的

な記 述 も あ っ た。 英 語 で の ア ウ トプ ッ ト中

心 の活 動 とな った た め 、 苦 手 な生 徒 に とつ

て負 荷 が 大 き過 ぎ た の だ と推 測 され るが 、

言 語 の壁 が あ って も楽 しめた 生 徒 、失 敗 か

ら向上 心 を持 った 生 徒 が 見 られ 、言 葉 の壁

を体感 した か らこそ 英 語 カ 向上 の欲 求 につ な が っ た 生 徒 が い た こ とは 見逃 せ な い 点 で あ

る。 「英 語 が通 じた 瞬 間 が あ っ た 」 と回答 した 生 徒 は 79. 1% お り、 片 言 で も 自分 の英 語 が

伝 わ っ た こ とか ら、 達 成 感 や 英 語 の学 習 意 欲 の高 ま り等 、 多 くの生 徒 が 肯 定 的 に振 り返 っ

た。 図6 と項 目に 関す る記 述 よ り、 英 語 を使 っ た コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を通 して英 語 の

有 用 性 を認 識 し、 「もっ と外 国人 と話 した い 」 「もっ と英 語 を勉 強 した い 」 と、 コ ミュニ

ケー シ ョンの成 否 に か か わ らず 英 語 学 習 意 欲 が 高 ま っ た 様 子 が読 み 取 れ る。 外 国 (人 ) に

対 して の抵 抗 感 につ い て は 「も と も とな い か ら変 わ らな い 」 とい う記 述 が 多 い 一 方 、使 用

言 語 や 属 性 に加 えて対 人 ス キル の不 安 が 強 い 生 徒 もい た。 外 国 (人 ) の イ メー ジ につ い て

は 、負 の イ メー ジ が継 続 ・悪 化 した記 述 は な く、 む しろイ メー ジ の好 転 や 異 文 化 出身 者 は

異 質 な存 在 で は な い とい う気 付 きが 見 られ た。 ま た 、 交 流 を重 ね る こ とで外 国人 に慣 れ て

い く様 子 が 見 られ 、 「2回 目の方 が 交 流 が深 ま っ た 」 「緊 張せ ず に話 せ る よ うに な っ た 」

とい う記 述 か らも、接 触 の頻 度 が 高 まれ ば さ らに受 容 態 度 を持 つ こ とが期 待 され る。

( 2 ) 国 際 交 流 活 動 の成 果 と課 題

英 語 が 苦 手 な生 徒 集 団 だ が 、全 て の ク ラス で積 極 的 に留 学 生 と関 わ り、 異 文 化 へ の 関 心

と ともに 、外 国人 との 交 流 意 欲 の 高 ま りも見 られ た。 交 流 を通 して新 た な気 づ き を得 た

り、 異 な っ た価 値 観 を理 解 しよ うと した りす る様 子 が観 察 され 、異 文 化 を認 め る傾 向 が う

か が えた。 英 語 が通 じた/ 通 じな か った経 験 か ら英 語 学 習 に動 機 づ け られ た とい う記 述 も

目立 っ た。 2024年 度 2年 生 で英 語 が好 き な生 徒 は4月 時 点 で34. 6% だ っ た が 、第 2回 交 流 後

に 「もっ と英 語 を勉 強 した い 」 と答 えた 生 徒 は68% と、英 語 学 習 意 欲 の 向上 が 見 られ る。

一 方 で 、2年 間 と も、英 語 力 に加 えて人 との コ ミュニ ケ ー シ ョン に不 安 が あ る とい う生

徒 が 見 られ 、 さ らに2024年 度 は グル ー プ の人 間 関係 に触 れ る記 述 が散 見 され た。 他 者 と協

働 で き る対 人 ス キル や レジ リエ ンス を身 につ け させ る指 導 も必 要 で あ ろ う。 ま た 、校 外 研

修 に よ り、 交 流 そ の ものや 事 前 事 後 学 習 を持 て な い ク ラス もあ っ た た め 、 実施 時期 や 内容

の検 討 が必 要 で あ る。 さ らに 、 交 流 事 業 を持 続 可 能 にす る方 策 も検 討 が 求 め られ る。

• 第 1回交流後 • 第2 回交流後

図6 2024年度2年生の感想 (n二50)
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IV . 英 語 の基 礎 学 力 定 着 を 目指 して I CT を活 用 した授 業 実 践

GI GAス クー ル 構 想 に よ り、 鳥 取 県 にお い て は 「鳥 取 県 学 校 教 育 DX推 進 計 画 」 が策 定 さ

れ 、 1人 1台 端 末 環 境 を生 か して 「個 別 最 適 な学 び 」 と 「協働 的 な学 び 」 の一 体 的 な充 実 を

図 り、課 題 を主 体 的 に解 決 す る探 究 的 学 び を推 進 す る こ とが示 され て い る。 しか し、 文 部

科 学省 (2024) に よ る と、 高 等 学 校 にお け る I CTの活 用 状 況 は 、デ バ イ ス の整 備 率 は 130%

を超 え る高 い水 準 とな っ て い るに も関 わ らず 、デ ジ タル 教 科 書整 備 率 は指 導 者 用 53. 4% 、

学 習 者 用 ! 1. 5% と、 教 材 のデ ジ タル 化 は大 き く遅 れ て い る。 そ の た め 、 高校 の授 業 で 生 徒

が 主 体 的 に学 ぶ I CTの活 用 方 法
表4 SAMRモデル (Puent edura 2010)

を検 討 した。 生 徒 の資 質 ・能 S (Subst it ut ion) 代替 :アナログでできたことをデジタルで代用

力 の育 成 に、 I CTが授 業 に どの
A (Augmentat ion) 増強 :デジタルの特性を生かして、学習効果向上
M( Modif icat ion) 変革 :授業デザインが変容し、新たな学びの実践へ

よ うな影 響 を与 え るか を示 す R( Redef init ion) 再定義:実社会の課題解決や新たな価値の創造

尺 度 で あ るSAMRモ デ ル (Puent edur a 2010) が鳥 取 県 で も採 用 され 、 高 次 の段 階 で の活 用

が 望 ま しい と され て い る。

( 1 ) 鳥 取 県 立 高 等 学校 にお け るI CT活 用 の現 状

授 業 で の生 徒 の I CT活 用 状 況 とそ の課 題 を 明 らか にす るた め 、 鳥 取 県 西 部 地 区 の 県 立 高

校 英 語 科 と実 践 校 の他 教 科 の教 員 を対 象 に 質 問紙 調 査 を行 っ た。 英 語 科 教 員 か らは 、 計 57

名 か ら回答 を得 た。 授 業 で の生 徒 の タ ブ レ ッ ト使 用 頻 度 は 「ほ ぼ毎 時 間」 11名 、 「2, 3時 間

に1回 」31名 、 「ほ とん どな い (週 に 1回以 下) 」 11名 、 「ま っ た くな い 」4名 で あ り、73. 7%

の英 語 教 員 が週 に一 回 以 上 は生 徒 が タ ブ レ ッ トを使 用 す る機 会 を設 けて い る。 使 用 場 面 を

SAMRモ デ ル で分 類 す る と、 多 くは検 索 や 課 題 の配 信 • 提 出 な ど、S (代 替 ) の段 階 で は あ

るが (表 5) 、紙 で行 うよ りも業 務 が効 率 化 した とい う利 点 が挙 げ られ た。 ス ライ ド発 表 や

意 見 共 有 等 、M (再 定 義 ) の段 階 で の活 用 も見 られ 、 主 体 的 な学 び につ な が る こ とや 書 字

な どに負 担 感 が あ る生 徒 が取 り組 む とい う記 述 もあ っ た。

英 語 科 以 外 の教 員 か らは 、24名 か ら回答 が あ っ た。 授 業 で の 生 徒 の タブ レ ッ ト使 用 頻

度 は 「ほ ぼ毎 時 間」 2名 、 「2, 3時 間 に 1回」 6名 、 「ほ とん どな い (週 に 1回以 下 ) 」 14名 、

「ま っ た くな い 」 2名 と、 生 徒 が タブ レ ッ トを使 用 す る機 会 が 週 1回以 上 の教 員 は33. 3% で

あ る。 表 5の とお り、使 用 場 面 は 、検 索 、 実 習 記 録 等 、 S (代 替 ) の段 階 で の使 用 が最 も多

表 5 鳥取 県立高校 での !CT 活用状 況 と SAMRの分類

西部地区英語科での使用場面 人 SAMR 実践校他教科での使用場面 人 SAMR

検索 (語法、画像など含む) 48 S 検索 (画像検索など含む) 10 S

教材、課題の配信、提出 33 S 小テス ト、演習問題 3 S

スライ ド作成 • 発表 14 M 視覚による理解補助 (グラフなど) 3 A

小テス ト (単語テス ト) 13 S 課題の配信、提出 (生徒) 2 S

意見集約 • 意見共有 7 M スライ ド作成 • 発表 2 M

発音確認 2 A 実習記録記入、まとめ学習 2 S

外国の生徒 とオンライン交流 1 M 意見集約 • 意見共有 1 M
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い。 そ の他 、動 画 視 聴 や デ ー タの 可視 化 な ど、A (増 強 ) の段 階 、 ス ライ ド発 表 や 意 見 の

共 有 とい っ た M (変 革 ) の段 階 で の使 用 も見 られ る。 デ ジ タル 化 に よ って効 率 的 に資 格 試

験 対 策 が で きて い る とい う事 例 も挙 げ られ た 。

教 員 を対 象 に した調 査 か ら、 I CTを活 用 す る こ とで生 徒 が 前 向 き に学 習 に 向 か うと同時

に 、以 下 の よ うな 、 主 に3つ の課 題 に対 応 が迫 られ て い る こ と も明 らか に な っ た 。

1 I CT機 器 に 関す る課 題 ・•・タ ブ レ ッ ト本 体 の不 具 合 、使 用 途 中 の電 池 切 れ

2 生 徒 に起 因す る課 題 ・•・タ ブ レ ッ ト不 持 参 、一 斉 指 導 の難 し さ、不 適 切 使 用

3 I CT使 用 の結 果 起 こ り得 る課 題 •••生 徒 の思 考 力 や 「書 く」 力 の低 下 へ の懸 念

これ らの課 題 に よっ て教 員 が タブ レ ッ ト使 用 を躊 躇 す る こ と は I CT活 用 の 阻 害 要 因 とな

っ て お り、 学 校 で の 充 電 許 可 、Wi - Fi の改 善 、デ バ イ ス 自体 の検 討 な ど、環 境 整 備 を求 め

る声 が 多 くあ っ た。 英 語 科 で は 、音 声 や 翻 訳 機 能 な どI CTとの親 和 性 が 高 く、活 用 場 面 は

多 い。 実 践 校 生 徒 の基礎 学 力 定 着 を図 るた め に、

( 2 ) 実 践 校 にお け るI CT を活 用 した英 語 学 習

実 践 校 の4月 の英 語 課 題 テ ス ト平 均 点 の

過 年 度 比 較 を見 る と、2015年 度 に56. 2点 だ

っ た 平 均 点 は 、2024年 度 は46. 1点 と、入 学

生 の学 力 低 下 は 明 らか で あ る ( 図 7) 。 定 期

考 査 で は全 員 にオ リジナ ル 教 材 「基 礎 カ プ

リン ト」 か ら30点 分 を 出題 して い るが 、 生

徒 の取 り組 み は芳 し くな い。 一 方 で入 学 前

に実 用 英 検 3級 を取 得 し、 一 定 の英 語 力 を備

えて い る生 徒 の技 能 を伸 ばす 指 導 も必 要 とな っ て い る。 生 徒 に主 体 的 に学 習 に取 り組 ませ

るた め に、 ゲ ー ミフ ィケー シ ョンの考 え方 を使 い 、 I CTを活 用 した個 別 学 習 を考 察 す る。

英 語 に対 す る苦 手 意 識 や 忌 避 感 を持 つ 生 徒 に 向 け た新 た な学 習 手 法 と して 、英 語 教 材

の一 部 をデ ジ タル 化 す る こ と と した。 紙 で で き る こ とを単 にデ ジ タル 化 す るの は SAMRモ デ

ル の S (代 替 ) に過 ぎ な い が 、音 声 や 学 力 に合 っ た 問題 コ ンテ ン ツ を活 用 で きれ ば A (増

ア プ リに よ る学 習 を試 み た。

課題テス ト 4 月平均点と生徒数

2015 2016 2037 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

• 生徒 数 一 1牛 一 2之 一 全悼

図7 課題 テス ト (4月) 平均点 の推移

表6 5つの ア プ リの特徴

① 英語語順

練習

語 (句) を並べ替 えて 日本語 に対応 した英文 を完成 させ るもので、生徒 は音声 を聞 きなが ら解
答す る ことがで きるため、音声 によるイ ンプッ ト量 は これ までよ り圧倒 的に増 えている。

© Wor dwa H クイズ等で教材 を作成す るア プ リで、4択式であることか ら特 に基本語彙等の基礎が身につい

ていない生徒 には取 り組みやす く、延べ1, 000回以上実施 され た問題 もあった。

③ スペ リン

グ練習

キーボー ド入力す る ことでスペル を覚 えるためのア プ リで ある。練習機能 で 日本語 に対応 した

英語スペル を、テス ト機能 で 日本語だけを見て英語スペル を入 力す る。

④A社アプリ 教科書準拠であり、音読を採点する機能が付いてお り、生徒が熱心に取 り組む様子が見 られた 。

⑤Chat GPT プロンプ トを入力 して一つ 目の質問を生徒 に配信 した。多 くは片言の応答 であったが、誤 りが

あって もChat GPTが文意 を汲み取 る ことか ら楽 しんでや り取 りを体験 した。
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表7 二要 因混合計画分散 分析 結 果

クラス11(卜11 クラス13(同 8) クラス15(日 1) クラス22(n= 5) クラス23(n=4 ) クラス25(n=9)

中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末

2学期考査得点 16.82 21.82 17.83 213 9 13.64 20.00 23 .80 20.20 24.67 22.67 27.00 26B 0

1.86 1.72 1.4 5 1.34 L86 1.72 2.76 2.55 3.56 3.29 2.05 15 0

主効果 交互作用

クラスタ- (雁 : 伸 2 時期 (雁 ) 叩2 用 伸 2

2学期考査得点 3.61** 0.26 3.86 00 7 5.卯・* 03 7

15<22, 25 11, 13, 15: 中間翌 末

注) 上段は平均値、下段は標準偏差。 ツ く•01, ^ < .05

リ学 習 を導 入 す る前 後 の2学 期 中間 、期 末 の2つ の

考 査 結 果 か ら考 察 す る。 考 査 で は 「基 礎 カ プ リン

卜」 か ら予 め指 定 され た30点 分 が 出題 され る こ と

か ら、① ～ ③ の ア プ リで 考 査 範 囲 の 問題 を作 成 し

た。 ア プ リ学 習 導 入 に よ る得 点 の変 化 を検 討 す る

た め に二 要 因混 合 計 画 分 散 分 析 を行 った (表 7) 。
図9 分 散 分 析 結 果 グ ラ フ

ク ラス ター の 主効 果 (ド (5, 51) =3. 61, 次 • 01, ’つテ• 26) 、 交 互 作 用 (ド (5, 51) =5. 97,

水 . 01, グ"ぎ. 37) が有 意 で あ った。 そ こで 、 単 純 主 効 果 の検 定 を行 っ た。 Hol m法 に よ る

多 重 比 較 の結 果 、 ク ラス 11、 13、 15で 中 間 < 期 末 とな っ た。 基 礎 学 力 が低 い ク ラス 11、

13、 15で は30点 分 の平 均 点 が 、 中 間考 査 で は 16. 8、 17. 8、 13. 6だ っ た が 、期 末 考 査 で は

21. 8、21. 4、20. 0 と有 意 に上 昇 した ( 図9) 。 基 礎 力 が身 につ い て い な い 生 徒 は ア プ リで 学

習 した こ とで 基礎 知 識 の習 得 につ な が っ た と考 え られ る。

( 3 ) I CT を活 用 した授 業研 究 の成 果 と今 後 の課 題

多 くの 生 徒 が ア プ リ学 習 に積 極 的 に取 り組 む様 子 が観 察 され 、繰 り返 す こ とで基 本 的

な語 彙 や 文 型 の 定着 が期 待 され る。 一 方 で 、学 習 に はや は り紙 に書 く方 が有 効 だ と感 じて

い る生 徒 もい た。 紙 とタブ レ ッ トの どち らが勉 強 しや す い か 生 徒 86人 に尋 ね た とこ ろ、 タ

ブ レ ッ トが61. 6% 、紙 が38. 4% で あ っ た。 そ れ ぞれ の意 見 をKJ法 で 分 類 した とこ ろ、表 8

の よ うに な った。 一 人 の記 述 に複 数 の意 見 が あ る場 合 は 項 目に分 けて カ ウン トした。

タブ レ ッ トで の学 習 を選 択 した 生 徒 53人 の 18. 6% が書 字 に抵 抗 感 が あ り、 キー ボー ド
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タブ レ ッ トを利 用 した 学 力 向上 の取 り組 み に は効 果 が認 め られ るが 、新 規 の取 組 に抵

抗 が あ る教 員 が い る こ とも推 察 され る。 さ らに、 トラブル へ の対 応 は教 員 ・生 徒 と もス ト

レス要 因 とな っ て い るた め 、少 な く とも稼 働 ま で の期 間 、対 応 で き る専 門職 員 の 常駐 配 置

な どの支 援 が 求 め られ る。 ま た 、 I CTの有 用 性 は認 め て い て も適 切 な活 用 方 法 が わ か らな

い とい う教 員 も多 く、活 用 方 法 を教 員 間 で 共 有 で き る場 や研 修 機 会 を望 む 声 もあ った。

V . グ ロー バ ル 人 材 につ い てKH coder か ら見 る生 徒の 変 容

2年 間 の交 流 とI CTを活 用 した

英 語 学 習 に取 り組 ん だ2年 生 50人

の 「グ ロー バ ル 人 材 」 につ い て

の認 識 を共 起 ネ ッ トワー クの変

化 か ら検 討 した 。 「外 国 」 「交

流 」 は6回 を通 して 、2回 目以 降

は 「関 わ る」 が 出現 し、外 国人
図10 「グ ローバ ル人材 」 につ いての共起 ネ ッ トワー ク

と何 らか の 関 わ りを持 つ 人 とい うイ メー ジ を確 立 させ た様 子 が 見 え る。 「英 語 」 「話 せ

入 力 や ス ワイ プ等 が彼 らの学 習 支 援 とな り、気 楽 に学 習 に 向 か え る こ とや 、 音 声 や 検 索 な

どの機 能 が タ ブ レ ッ トを選 ぶ 理 由 とな っ て い る。 他 方 、紙 を選 択 した 生 徒 の 多 くに 「書

く」 こ との重 要 性 が認 識 され て い る。 ま た 、 充 電 の必 要 性 、 自身 の操 作 技 術 や タブ レ ッ ト

の携 帯 性 の低 さか らタブ レ ッ ト使 用 を敬 遠 して い る とい う生 徒 も少 な くな い。 6割 の生 徒

が タブ レ ッ トを使 うと学 習 に取 り組 み や す い と感 じて い る と同時 に 、紙 の方 が学 習 に適 し

て い る とい う生 徒 の存 在 も見過 ごす こ とは で き な い。 どち らか に 限 定 す るの で は な く、状

況 に応 じて使 い 分 けた り、場 合 に よって は両 方 で対 応 す る必 要 が あ る。

表8 学 習方法 に関す る生徒 の意 見

タブレッ ト派の意見 (N=53)
タブレッ ト機能 11 提出などが しやすい、わか らない単語がす ぐに調べ られる

書字が不要 8 書 くのがめんどくさい ・苦手/ 紙に書 くと読めな くなるか ら
楽 ・簡単 8 書 くよりも打つほうが楽だか ら/ 入力などが簡単だか ら

理解 しやすい 8 雰囲気で単語や英文を覚えているので、クロームブックで打つと覚えれる
気軽に • 楽 しく
学習に向かえる

8
紙を使わないので手つ取 り早 くできる し、復習も苦 じゃない
まだ楽 しいし、紙などを変えな くても繰 り返 し勉強できるか ら

買ったから 2 せっか く買ったならつかえ/ 買ったのだか ら使いたい。両方使いたい

紙 とえんぴつ派の意よ1 (N=33)

書 く方が
覚えやすい

13
紙に書 くことは頭を使 うので良いと思 うか ら
書 くことで頭に残る し、紙には読み方や意味などが書けるか ら

慣れている 5 紙のほうが馴染みがあるか ら/ 使い慣れている
操作が苦手 5 打つのが遅いから/ 間違えて変なことをすると 1 か らになった りするか ら
テス トは紙 5 実際のテス トも紙 と鉛筆でか くし、書いた方がつづ りとかを覚えやすいか ら

携帯性が低い 3 でか くてかさば り荷物が大変/ とても重 く不便で持っていくのに苦労 します。
充電の心配 3 バ ッテ リーを気に しないですむ/ 充電するのが面倒。

P
-0

0
0

0
0
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る」 とい う語 か ら 「英 語 が話 せ る人 」 とい う意 識 を持 つ 生 徒 も多 い。 動 詞 に着 目す る と、

1年 目交 流 前 で は 「知 る」 「話 せ る」 の2つ だ が 、 そ れ 以 降 は 「 (外 国人 と) 関 わ る」

「 (外 国 につ い て ) 知 る」 な どの 主 体 性 を要 す る語 が 出現 した。 さ らに 、2年 目か ら

「 (世 界 の こ とを • い ろん な視 点 で ) 考 え る」 「 (英 語 • 外 国 の こ とを) 学 ぶ 」 な ど具 体

的 な 関 わ りに言 及 す る動 詞 が 出現 して い る。 回 を追 うご とに語 彙 数 は増 えて お り、生 徒 が

自分 な りに 「グ ロー バ ル 人材 」 の イ メー ジ を掴 み つ つ あ る こ とが推 察 され る ( 図 10) 。

VI . 本 研 究 の意 義 と今 後 の 展 望

本 研 究 で は 、 グ ロー バ ル 人材 の 育 成 を 目指 して 、 国 際 交 流 活 動 とI CTを活 用 した英 語 授

業 に取 り組 ん だ。 主 な成 果 と して は以 下 の2点 が挙 げ られ る。 まず 、 学 力 • 学 習 意 欲 とも

に低 く、英 語 に強 い 苦 手 意 識 を持 つ 生 徒 が 、 国 際 交 流 活 動 に前 向 き に取 り組 み 、 異 文 化 に

理 解 を示 し、英 語 学 習 に動 機 づ け られ た こ とで あ る。 ア ウ トプ ッ ト活 動 は負 荷 が 大 き か つ

た が 、 「大 変 だ っ た が頑 張 っ て よか った 」 とい う主 旨の振 り返 りが 多 く、能 動 的 に コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン を 図 る様 子 や 異 文 化 の人 は異 質 で は な い とい う気 付 き も見 られ た 。

次 に 、 I CTを活 用 して学 習 方 法 の転 換 を 図 る と、 学 力 の低 い 生 徒 さえ も主 体 的 に学 習 に

取 り組 ん だ こ とで あ る。 英 語 が 苦 手 な生 徒 が ア プ リ学 習 に よ り考 査 得 点 を伸 ば した こ とか

ら、 基礎 学 力 の 向上 につ な が る こ とが示 唆 され た。 ま た授 業 担 当者 か ら、得 点 を伸 ば した

生 徒 が 自信 をつ け て 自己肯 定感 が 向上 し、授 業 態 度 が 改 善 した とい う報 告 もあ っ た。

今 後 、外 国人材 の さ らな る増 加 が 予想 され 、 生 徒 た ち は卒 業 後 、 個 人 の意 思 に か か わ ら

ず 外 国人 材 と協働 して い く こ とは 間違 い な い 。 冒頭 に述 べ た よ うに、外 国人 との 交 流 機 会

が あ る程 、排 外 意 識 が弱 くな る傾 向 に あ る。 ま た 、語 学 学 習 の成 功 体 験 が外 国人 へ の排 外

意 識 に影 響 を与 え る こ と も明 らか に な っ て い る。 そ の た め 、地 元 で就 職 す る生 徒 が 多 い 専

門 高校 で 、 この よ うな取組 を継 続 す る こ とは地 域 の多 文 化 共 生社 会 に寄 与 す る はず で あ

る。 国 際 交 流 と英 語 学 習 にお け る成 功 体 験 が 自己肯 定感 につ な が り、彼 らが前 向 き に外 国

人 と対 峙 で き る人材 と して 地 域 の グ ロー バ ル 化 を牽 引す る こ とを期 待 した い。

* 2024年 度 の交流 は (公 財 ) 中島記 念 国際交流財 団 の助 成 を受 けた もので あ る。
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